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20 代も 

あとわずか・・・。  

～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 

 
か ん ば ら こ う い ち ろ う 

   ◆１２月議会での個人質問予定 

③香料自粛の呼びかけについて 

香料にアレルギー反応を起こし、

様々な症状を患う方がいます。

香料に苦しむ方がおられること

を、多くの方に知って頂くために

香料自粛を呼びかけるポスター

の掲示を市庁舎、市有施設で 

行ってはどうか？ 
①化学物質過敏症について 

化学物質過敏症かどうかの 

判断は非常に難しいはず。 

化 学 物 質 過 敏 症 に つ い て  

どのように理解をされている

のでしょうか？過敏症の患者

に対し、どういった治療、対応

をしているのでしょうか？ 

市民・職員の方からのご意見・ご提案があれば、 

ぜひ、お聞かせ下さい。 

②校庭の芝生化について 

校庭の芝生化は、体力・運動

能力の向上、怪我の減少、 

芝の緑に癒され、睡眠障害・ 

うつ症状の解消など多数のメ

リットがあります。低コストで 

環境にも優しく、誰でも活用 

可能な『鳥取方式』による校庭

の芝生化を検討してみては？ 

④電磁波の人体への影響について 

マンションなどの屋上に携帯電話 

基地局ができ、市民から健康被害の 

不安や事前説明がなかったことに 

対する不満の声が寄せられていま

す。こういった声に対し、市はどのよ

うに考え、どういった対応をしている

のでしょうか？ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 

http://www.tcct.zaq.ne.jp/positive-square/ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 

◆とよなか国際交流センターの「すてっぷ」への移転計画について 

とよなか国際交流センターやとよなか男女共同参画推進センター『すてっぷ』をご存知でしょうか？ 

現在、豊中市は国際交流センターをすてっぷへ移転する計画を進めています。理由は、「すてっぷの有効活用」、 

「厳しい財政状況」などですが、４月から開催された市民説明会では、参加者から反対の声が相次いでいます。 

利用者にとっても、そうでない方にとっても、少しでも多くの市民が納得のいく解決策は何なのでしょうか？ 

みなさん、是非一緒に考えてみて下さい。 

   ◆本会議（初日） １２月１日（月） 午後１時から 

   ◆各常任委員会 午前１０時から 

    １２月４日（木）環境福祉常任委員会 

    １２月５日（金）建設水道常任委員会＜神原在籍＞ 

    １２月８日（月）文教常任委員会 

    １２月９日（火）総務常任委員会  

◆本会議（代表質問・個人の質問） 午前１０時から 

    １２月１７日（水）、１８日（木）、１９日（金）  

 ※変更する場合もございますので、議会事務局まで 

   ご確認下さい。 

   （議会事務局議事課：℡：06-6858-2633) 

豊中市議会 １２月定例会の予定 

＜豊中市の見解＞ 
・財政状況が健全化されないため、移転計画を進める。 

・移転により、市役所北別館の賃貸契約を解除することが  

でき、賃借料６０００万円が毎年節減できる。 

・移転による両センターの相互利用・相乗効果を期待。 

・すてっぷの有効活用（稼働率ＵＰ）が図れる。 

・国際交流センター利用者にとって利便性が増す。 

・ 

豊中市の財政状況が厳しいこと、すてっぷの稼働率が低いことは事実です。しかし、「国際交流センターをすてっぷへ

移転する」ことでそれらが解決するとは思えません。納得のいかない点がいくつもあります。 

①国際交流センターが移転しなくでも、市役所北別館の賃貸契約の解除は可能で、毎年６０００万円の賃貸料は節減

できるはずです。国際交流センターの移転は、国際交流センター利用者にとってデメリットばかりが目立ちます。 

②すてっぷの稼働率を上げるなら、もっと幅広く市民が利用する施設をすてっぷに移転（誘致）するべきではないか？ 

例えば、映画館やネットカフェ、まんが喫茶などの収益が期待できる施設の誘致は出来ないか？ 

③そもそも、収益が期待できない施設を駅前に維持し続ける必要があるのか？ 

④早急に国際交流センターのすってぷ移転を決定する必要はないのではないか？ 

＜両センター利用者の声＞ 
・くらしかん・ルシオーレ・人権まちづくりセンター・リサイクル

交流センターなど市有施設全体で有効活用を考えるべき。 

・移転しても、すてっぷの稼働率はあまり改善されない。 

・移転後の安全面、費用面を考えると、多くの国際交流  

センター利用者は使用できなくなる。 

・国際交流センターが移転するよりも、もっと効果的な改善

策があるはず。 

・国際交流、男女共同参画の事業・活動の縮小につながる。 

 

☆とよなか国際交流センター（北桜塚）☆ 

１９９３年に世界と、未来に向けて国際交流の新たな波を発信し、共に生きる社会の実現をめざす新しい市民文化の  

交流拠点として開設されました。外国人市民との多文化共生をめざした様々な事業や活動がされています。 

☆とよなか男女共同参画推進センター「すてっぷ」（豊中駅前）☆ 

２０００年に社会のあらゆる分野への男女の均等な参画や人権の確立を図るため開設されました。男女が社会の対等な

構成員としてその責任を分かち合い共に築く男女共同参画社会の実現をめざして活動しています。 

インターネット中継配信中！！ 

神原の個人質問は１９日の予定 

ぜひ、傍聴に来て下さい！ 


